
 

 

平 成 ２５年 １２月 １０日  

もっと現場を知る！職員短期派遣研修報告書 

所属名 総務部営繕課 氏名 小森 裕子 

派 遣 先  

団 体 名  

 

NPO法人 しまね歴史文化ネットワークもくもく 

 

 

①  研修の日時 

 8月 ２７日 （火 ）13 : 3 0〜14 : 3 0              事 前 レクチャー（松 江 市 ）  

10月 １２日 （土 ）14 : 0 0 〜10月 １４日 (月 )16 : 3 0    石 見 銀 山 三 日 籠 り  

 

②  研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。） 

10月 １２日 （土 ）  

13 : 0 0スタッフ集 合   

    スケジュール確 認  

    役 割 確 認 （担 当 は写 真 撮 影 係 ）  

 

1 4 : 0 0参 加 者 集 合  

 

14 : 3 0大 森 町 並 みガ イ ド 

    熊 谷 家 住 宅 見 学 （重 要 文 化 財 ）   

     有 力 な商 家 の 一 つで江 戸 時 代 後 期 から 

     末 期 の 民 家 建 築 や暮 らしぶりが 分 かる貴 重  

    な資 料 と して公 開 されている 

 

1 8 : 0 0開 校 式 、夕 食  

 

1 9 : 0 0交 流 会 （自 己 紹 介 ） 

    参 加 者 １３人  

      NP Oスタッフ ４人  

      一 般 参 加 者 ７人  

      県 職 員 （スタ ッフとして）２人  

 

2 0 : 3 0宿 泊 地 へ  

    大 森 町 広 田 屋 （男 性 ）  

    仁 摩 町 湯 迫 温 泉 （女 性 ）  

 

 

 

 



 

 

10月 １３日 （日 ）  

9 : 0 0石 見 銀 山 遺 跡 探 検  

    ・大 久 保 間 歩 ツ アー 

     最 大 級 の 間 歩 で、江 戸 時 代 と推 定 される縦 横  

     に 走 る手 掘 り に よる坑 道 と、明 治 時 代 の 開 発 で 

     機 械 掘 りに よ って坑 道 を拡 幅 した様 子 を見 る 

     ことが でき、採 掘 技 術 の 変 遷 を伝 える貴 重 な遺  

     跡 と されている 

 

    ・釜 屋 間 歩 （ガ イドと合 流 ）  

     夢 の お告 げで 発 見 したと言 われる間 歩 。慶 長  

     年 間 に 発 見 、 採 掘 され、石 見 銀 の 産 銀 量 を飛

     躍 的 に 増 やした。 

 

    ・仙 の 山  

     銀 精 錬 の 生 産 工 場 と生 産 従 事 者 の 生 活 の 場

     が 一 体 的 に あり、山 頂 では銀 鉱 石 の 掘 り出 しだ

     けでなく 、精 錬 の かなりの 工 程 をこなし ていた。 

     

    ・清 水 谷 精 錬 所 跡  

     山 すその 傾 斜 を利 用 して造 られた明 治 時 代   

     の 先 端 技 術 に よる精 錬 所 の 遺 跡 。 

 

1 3 : 0 0神 話 と海 辺 の 暮 らし体 験  

    ・藻 塩 作 り  

      御 勘 弁 味 噌 （ごかんべんみそ） 

      鉱 山 の 労 働 は重 労 働 で３0歳 に なると長 寿 の

      お祝 いをしたといわれるほど短 命 だったため、 

      1人 に 大 豆 4 升 と麹 2升 、塩 2升 が 支 給 され、 

      山 役 人 が 味 噌 に して支 給 されていた。 

 

    ・静 之 窟 （ しずの いわや）見 学  

      静 間 町 魚 津 海 岸 に ある波 浪 の 浸 食 作 用 に  

      よってできた奥 行 ４５ｍ、高 さ１３ｍの 海 食 洞  

      大 国 主 命 と 少 彦 名 命 （すくなひこ なの みこと）

      の 二 神 が 国 造 りの 策 を練 った洞 窟 と言 われ 

      ている。  

 

    ・夕 食 （郷 土 料 理 ：へか焼 き） 

      売 り物 に なら ない魚 をすきやきの 味 付 けで 

      食 べる漁 師 料 理 。  

21 : 0 0宿 泊 地 へ  



 

 

10月 １４日 （月 ）  

9 : 0 0公 開 講 座 （石 見 銀 山 世 界 遺 産 センタ ー） 

    世 界 遺 産 からの メッセージ～京 都 ヴィジョンと石 見 銀 山 ～ 

    講 師 ： 目 黒 正 武 氏  

       （ NP O法 人 世 界 遺 産 アカデミー主 任 研 究 員 ・青 山 学 院 大 学 非 常 勤 講 師 ）  

 

〈内 容 〉  

・２０１２年 の 世 界 遺 産 条 約 採 択 ４０周 年 の テーマ 

     「世 界 遺 産 と 持 続 可 能 な開 発 ： 地 域 社 会 の 役 割 」（通 称 京 都 ヴィジョン）  

・石 見 銀 山 は鉱 山 で ありなが ら乱 開 発 されず、自 然 環 境 が 守 られていることに より、エリアとして

の 価 値 が 生 まれている＝京 都 ヴィジョンに 合 致  

 

・正 式 登 録 名 は「石 見 銀 山 遺 跡 とその 文 化 的 景 観 」  

・世 界 遺 産 に 登 録 されるために は、登 録 基 準 の 1つ以 上 に 合 致 するとともに 、国 内 法 に よって、

適 切 な保 護 管 理 体 制 が とられていることが 必 要  

・登 録 基 準 →石 見 銀 山 は２、３、５に 該 当 （５は日 本 では石 見 銀 山 と白 川 郷 だ け） 

  ２  技 術 の 発 展 に 影 響 を与 えた、ある期 間 又 は文 化 圏 内 での 価 値 観 の 交 流 を示 すもの 

  ３  現 存 あるいは消 滅 した、文 化 的 伝 統 又 は文 明 の 存 在 を伝 承 する物 証 であるもの 

  ５  ある文 化 を特 徴 づけるような伝 統 的 居 住 形 態 若 しくは陸 上 ・ 海 上 の 土 地 利 用 形 態 を 

   代 表 する顕 著 な 見 本 又 は、人 類 と環 境 との ふれあいを代 表 する顕 著 な見 本 」  

 

1 3 : 0 0古 代 出 雲 歴 史 博 物 館 見 学  

15 : 0 0出 雲 大 社 参 拝  

16 : 0 0閉 校 式  

③  研 修 の 感 想  

 今回参加させてもらったNPOは実質この三日籠りしか活動をしていないが、毎年参加者が減っていると

のことで、始めた頃（石見銀山が世界遺産登録された当初）は百人規模だったが、今年は２回に分けた

こともあり、参加者とスタッフの数がほぼ同じという寂しい状況だった。 

 当初は大田市の協力もあったが、NPOとなった今ではそれもなく、金銭的にも厳しいということだった。 

 

 石見銀山の魅力はきちんと自然の中を歩いて背景を学んだ上で良さがわかるという種類のものだから、

観光気分ではなく、一人で勉強しにやってくるような人にこそ来てほしい、というNPO側の気持ちも分かる

が、もう少しきちんと広報活動を行い、広く一般に知られるような活動にしていくとよいと思った。 

 

④ その他特記事項  

（※今後の研修実施に当たっての改善点、留意しておくべきことなどがあれば記入してください。） 

9月か10月の連休にしか活動がないことを事前に研修者に知らせておく必要があると思う 

 

（注 １）研 修 日 時 ・内 容 等 が わかる資 料 が あれば、添 付 してくだ さい。 


